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幼小連携に寄与する保育教材の開発と実践の検討(1)
Ⅰ．問題
　幼児教育の現場を見ると、ある保育教材をやること
に熱心だが、それがどんな幼児の将来の生きる能力に
繋がっていくか無頓着のような感じを受けている。あ
る保育教材は、ある意味でどんな方向にも展開できる
可能性があるが、その可能性について、何でもありと
して保育するとしたら、保育（教育）として成り立つ
だろうか。家庭の親たちが、自分の子供たちと一緒に
遊んでいるときでも、あることは学んでいるのであっ
て、それと較べて、どんな違いがあるのだろうか。そ
して、教師の専門性とは一体何だと考えたら良いのだ
ろうか。
　これまで幼児教育では、伝統的にそして今回の幼稚
園教育要領（註１）でも、幼児たちに「好奇心」や「やる
気（動機づけ）」を形成することが重要だと考えている。
平成２年の幼稚園教育要領の改訂で、学ぶ主体は「幼
児」であり、教師の役割はそれらを学ばせるための環
境設定が仕事だという大きな教育思想の転換があっ 
た（註２）。それに伴って専門領域が６領域から５領域に
変更になった。こうした思想の転換は意義深いもので
あるが、「好奇心を持たせる」「動機づけを高める」と
いう場合、それらをどのように高めるかということに
なると、はなはだ心許ないと言わざるを得ないのでは
なかろうか。
　当時の発達課題をどう捉えるかについて、平成２年
の改訂に先立つ21世紀の保育展望の中で、永野は「教
師の側からすれば、幼児に対して『こうなって欲しい』
という『願い』としてあるわけですが、幼児の側から
すれば、この時期の人間として取り組む『課題』とな
るわけなのです。ところで、ここで注意しなければな
らないことがあります。それは、まず第一に、教育要
領で言っている『発達の課題』は、幼児期に是が非で
も達成しておかなければならない訓練目標ではないと
いうことです。『衣服の着脱』などということは、教師
がその気になれば、特別の訓練をおこなって、幼稚園
修了までにできるようにするということも可能かもし
れません。－中略－　発達課題は、教師が与えるもの
ではありません。子どもの生活の中で生じるものなの
です。だから教師としては、これだけのことを何とか
してできるようにさせようという考え方をやめて、む
しろ、どうしたら子どもたちに課題意識をもたせるこ
とができるだろうかというように考えたほうがよいで
しょう」１）と述べている。
　幼児教育の実践や研究保育の現場を見ていて、常々
疑問に思っていることがある。それは保育のねらい
（目標設定）の際、例えば「あるゲームを楽しむ」と
か「自然に親しむ」というような設定の仕方が一般的
に見られることである。ある小学校の校長経験者の園
長に、「小学校ではねらい（目標設定）を行動目標と
して立てるのが一般的であるが、幼児教育では保育の
評価をどう考えているのだろうか」と尋ねられたこと
がある。幼児教育の現場でこのようなねらいの設定が
〔　要　　約　〕
　子どもたちが小学校の生活に適応できない、つまり幼小連携がうまくいかない大きな原因には、幼児
教育と小中学校の教育方法や考え方の違いによるものが大きいと考えられる。本研究では、こうした連
携を円滑にするために、科学的概念の基礎を幼児の特性に基づいて、つまり体全体を通して学ばせるこ
とができるかどうかを、小麦粉粘土教材で検討した。
　その結果、幼児たちは、小麦粉粘土の感触、材料と作り方、粘り方や保存方法など小麦粉粘土の基本
的な特性を遊びながら学ぶことが確かめられた。
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行われてきた理由は、幼稚園教育要領の「ねらい」と
「内容」のうち、内容では「～に取り組む」「～を楽
しむ」「～気付く」「～を味わう」などの記載があり、
こうした記載は、幼児の立場からの行動の記述だとい
うことができる。
　また今回の幼稚園教育要領の改訂では、幼小連携も
謳われている。そうした背景には、幼児教育では幼児
の「好奇心」「動機づけ」を高めるような保育が推奨
されているが、小学校ではある領域の知識や能力の獲
得を目指す授業が求められており、求められる能力が
異なることによる不適応の幼児たちがいることも一つ
の原因だと考えられる（註３）。今回の幼小連携では、小
学校の児童が幼稚園などの活動に参加したり、幼稚園
の幼児が小学校の「生活科」の活動に参加したりしな
がら、幼小連携を円滑に進めようとするパイロット研
究などが見られる。
　ところで平成２年の改訂で、永野は幼稚園教育要領
の「領域」と小学校の「教科」との関連について、「幼
稚園の教育では、教育要領に示されているような内容
を、総合的に指導することにしております。したがっ
て、小学校の『教科』と、幼稚園の『領域』とは、ど
れとどれが対応するというような関係にはないと言っ
てよいでしょう。今回の教育課程の改訂では、小学校
一、二年の教科から、理科と社会科が消え、新たに『生
活科』という教科が登場することになります。この生
活科は、具体的な活動や体験を重視するという点では、
幼稚園の教育と共通点をもった教科であると言ってよ
いのですが、やはり一定の目標と内容をもった『教科』
なのですから、活動も教師が設定するし、目標にどの
程度まで到達しているかの評価も行うことになります。
したがって、幼稚園教育が主として生活科につながる
ということもないのです。幼稚園では、将来の分化さ
れた学習の基盤となる主体的態度や思考力を総合的に
養うものですから、その際に子どもの発達を多面的に
とらえる視点が『領域』なのだと考えればよいでしょ
う」２）と述べている。
　このことから、幼稚園と小学校の教育方法や考え方、
つまり教育思想が根本的に大きな違いがあると言えな
いだろうか。そしてこの教育方法と考え方の違いの壁
を無事に通り過ぎることは、小学校に入学する幼児た
ちには容易な課題には思えないのである。
　ところで幼児たちが主体的に学んでいく、それが結
果的に好奇心を持ち、動機づけを高める方法とは、平
成2年の「幼稚園教育要領」の中心概念である環境設定
が教師の仕事だということを、改めて考えてみる必要
があるように思われる。
　ところで、「好奇心」であれ「動機づけ」であれ、
それらを直接持たせたり高めたりすることはできない。
ある内容に即して興味や好奇心を持ち、その内容に即
して疑問を持ったり更に知りたいというような動機づ
けが高まるのが一般的でないだろうか。そう考えると、
学ばせる内容を捨象して「好奇心を持たせる」や「動
機づけを高める」ことはできず、どんな内容かによっ
て「好奇心」を高めたり、どのような好奇心かという
好奇心の方向が決まって「動機づけ」も高まるのが普
通ではないだろうか。
　それを考えるのに、Ｏ.Ｋムーアの「応答的環境」の
考え方は参考になると思われる。幼児がトーキングタ
イプライター（ワープロ様なもの）を使って、ある内
容を自発的で主体的に幼児が学ぶ条件として、①幼児
が自由に探索できること　②行為の結果がフィード
バックされること　③幼児が一連の行為のステップを
決める（マイペースで）こと　④幼児の持つ能力をフ
ルに活用できること　⑤物理、文化、社会的環境の関
係についての発見を可能にさせる構造を環境が持って
いること　を挙げている（註４）（註５）。これらの条件が満
たされれば、幼児は教師がいなくても自発的に学ぶと
したら、こうした条件を持っているかどうかの環境設
定を、またそれの良し悪しを教師がフィードバックす
るシステムを持たなければ幼児は有効な学習ができな
いことになる。このように環境設定こそが教師の役割
であり、それを十分に成し遂げたかどうかのフィード
バックを行う事も､保育する教師としての重要な役割
であろう。
　以上の問題をまとめると、
①幼児教育での全体的な学習が、小学校に行って細か
く精度が高くなるように分化させるようにするため
に、保育の内容がどのような発展をするかについて、
幼小で連携することが求められている。
②教師の保育での役割は、幼児が主体的、自主的に学
ぶことを援助するための環境設定であるなら、幼児
の学び方に対する改善するためのフィードバックシ
ステムを作る必要がある。
③小学校の「生活科」は小学校の教科内では、幼児教
育に近い授業形態であるものの、本来の教育の仕方
から見ると幼児教育とは馴染まないものである。
　　本研究では、「幼小連携にもつながる保育」にはど
んなことが必要かについて検討しようとするもので
ある。
①そこでは、「ある全体の学習（概念など）が、小学
校で細かく精度が高くなるように分化される」につ
いて、小麦粉粘土教材について考えてみる。小麦粉
粘土は小麦の蛋白質のグルテンの特徴を利用したも
のであり、パンやケーキ等の材料となる。我々人間
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の重要な炭水化物としての食料であり、しかもその
中に含まれるグルテンは、その粘りを利用して食べ
物等の接着剤の役割をしている。こうした将来の学
習や理解を見越して、小麦粉の特性を幼児に体験さ
せる（基本的概念＝大雑把な概念の学習と学習のス
パイラルの基礎となる原体験）ことが重要だと考え
る。そして幼児に対して、小麦粉の匂い、感触やフ
ワフワ感、作り方の概略を体験させ、小学校になっ
てパンやケーキ作り、そして小学校の高学年や中学
校になって、蛋白質のグルテンの理解へと発展させ
ていく端緒となる学習と考えている。
②幼児の学習に対する環境設定が教師の役割だとする
と、ある環境設定の不備を幼児が学習しやすいよう
に環境設定を繰り返し改善していくことが必要にな
る。教師としては「ねらいを立てる（環境設定とし
て）」⇒「指導案を作成（具体的な環境設定と流れ）」
⇒「保育する（実際の幼児の活動の援助）」⇒「評
価する（環境設定と活動援助について）」⇒「次へ
のねらい設定」の循環システムを作る必要がある。
このようなことが可能となるには、「評価」作業が重
要で、「次のねらいを立てる」のに必要なものである。
Ⅱ．方法
１．対象児　幼稚園４歳児（年中児)　ゆり組18名
　　　　　　すいせん組19名　ばら組20名の３クラス
２．実施日と場所　　2010年７月16日（金）
　　　　　　　　　　附属鈴川幼稚園
３．実施方法
　①３クラスの担任に「小麦粉粘土」についての保育
を行い、各担任が自由に「ねらいの設定」「指導
案の作成」「保育実践」「評価」の各項目について、
事実を記載するように依頼する。
　②当日は、３クラス一斉に自由遊びから帰ってきた
園児たちに、各教員が各教室で一斉に「小麦粉粘
土」作りや遊びを行う。
４．小麦粉粘土について　
小麦粉粘土を作るための材料は、薄力粉、食紅、
塩、植物油、水などである。
５．検討の観点
　茨教師について、
　　①「小麦粉粘土作り」で、小麦粉の持つ特性につ
いて幼児に体験させ理解させる「ねらい」「指
導案」を作成できるか。
　　②「小麦粉の特性」について、保育場面で幼児た
ちに分からせるように援助しているか。
　　③保育活動のフィードバックのための評価はして
いるか。
　芋幼児について
　　①保育の中で、小麦粉の特性についての幼児たち
の発言や遊びが見られるか。
　　②面白かったかどうか、家に帰ってやったり家族
に話したりしたか。
Ⅲ．保育の実施結果
　各クラスの保育結果は、教員ごとに「ねらい」、「指
導案」「実践結果」「評価」の順で示す。その資料の形
態は、教員の形式に合わせたものを示す。
１．ゆり組担当（祐成かおり）年中（４歳児）
　　男児９名　女児９名　計18名
　茨ねらい
　　・小麦粉粘土の感触を充分味わう。
　　・自分のイメージを膨らませ、作品を作り出すこ
とを楽しむ。
　芋指導案
保育者の援助と留意点予想される幼児の姿
①幼児が興味をもってこれか
らの活動に取り組めるよう
な雰囲気作りをする。
①保育者の話を聞く
②全員が見えているか、幼児
の位置を確認し、内容が理
解できるようゆっくりと読
む。
②「おいしいパン」の写
真本を見る
③受け取りを待つ間、期待を
高めて待てるような言葉掛
けをしていく。
③小麦粉粘土を受け取る
・一種類を一人一人もら
う
④・五感を働かせ、気づいた
り、感じて発した言葉を
充分受け止める。
　・言葉を発することが難し
い幼児に対してはその表
情から気持ちを受け止め
代弁したり、共感しなが
ら気持ちを引き出してい
く。
④小麦粉粘土を観察する
⑤・幼児が充分感触を味わっ
ているか目を配る。
　・伸ばしたり、丸めたり、
たたくことで形が変化し
ていくことに気づけるよ
うなきっかけづくりをし
ていく。
⑤小麦粉粘土の感触を味
わう
⑥自分で考え、粘土の色を選
択しながら作れるように設
定し配る。
⑥５色の色の粘土を受け
取る
⑦・幼児が発した言葉を充分
受け止め、認めていく。
　・イメージを膨らませるこ
とが難しい幼児に対して
は、保育者も一緒に作り
ながら安心して取り組め
るよう援助する。
⑦自分のイメージを膨ら
ませ、形を作る
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＊写真本を見た経験から、パンのように、実際に「焼
いてみたい」という声があがったら、すぐに対応で
きるよう、オーブントースターを準備しておく。声
が出なかったら様子を見ながら実際に焼いて見せ、
幼児の反応を見ていきたい。
　鰯実践記録
　　小麦粉粘土遊び実践の朝、「おいしいパン」の写真 
本（註６）（ビックサイエンス　チャイルド社）をピアノ
の上へ表紙を見せて出しておく。幼児が次々と登園
するが、写真本には特に反応はない。外遊びの為、
園庭へ出る前、保育室にブルーシートを敷く。（ブ
ルーシートを敷いて活動を行いたいと思ったのは、
机、椅子に座る決まった形より、柔軟に動ける上、
感じたことを体でのびのびと表現できる空間を作り
たかったから）Ｋ男が「ぼくもやりたい」と一番最
初に寄ってきた。
　Ｎ子「今から何するの？」
　Ｔ　「面白いことをするんだよ。」
　Ｎ子「なんでこれ敷くの？」
　Ｔ　「面白いことする準備だよ」
　Ｔ子「え～！面白いことだって！Ｔ子もするー!!」
　Ｔ子の声を聞いて次々と「わたしもやる！」と言っ
て集まり、ブルーシートをみんなで敷くことになっ
た。広げたり縮めたり。それだけでも楽しい様子。
しばらく遊んでから敷く。
　Ｋ男「海みたい！」
　Ｙ子「海だよ！」
　Ｎ子「早くやりたいね。」
　Ｔ男　言葉は発しないがにこにこしてブルーシート
広げに加わる。ふんわり広がると「わーっ
!!」と声を出す。
　外遊び終了後、内ズックを脱ぎ、裸足になってピア
ノの前に集まることを伝える。いつもと違う準備に
「何するんだ！？」とわくわくしている様子。
　挨拶をして、今日の朝の本を紹介する。
　Ｔ　「今日は『おいしいパン』のお話しです。」
　Ｔ子「Ｔ子ね　パン作ったことある～!!」
　パンに使う材料や作り方が写真と共に記されている。
幼児は静かにみている。パン生地をこねてボールに
入れ、しばらくすると発酵するという場面では、
ボールいっぱいに膨らんだ生地に「わぁ～っ！！」
と歓声があがる。生地が焼けてパンの完成の場面な
ると「食べた～い！」という声があがった。
　Ｔ　「今日はみんなでパンを作ってみようかなぁと
思うんだけど…」
　　　「え～！本当に？」
　　　「食べていいの？」
　　　「作ったことあるよ!!」
　　　「やるやる！」
　Ｔ　「パンはパンでも今日のパンは飾っておけるパ
ン。この中で使う材料は小麦粉と塩とお水と
油だよ（写真本をみせながら）」
　予め銀盆に事前に作って置いた小麦粉粘土（桃色の
食紅をまぜたもの。桃色には見えず、真っ白になり、
丁度パン生地に近い色合い）１kgを写真本と同じよ
うにひとまとめにし、濡れ布巾をかけて用意してお
いたものを幼児に見せた。
　Ｔ　「１．２．３で開けるよ。みんなも言ってね。」
　　　「１．２．３～!!」同時に布巾を取る。
　　　「うわぁ～っ！！」
　　　「触ってみたーい!!」
　Ｋ男は人差し指で大きな丸い粘土の塊を押す。教師
と目が合い、嬉しそうににこにこ笑う。
　Ａ子「Ａちゃんもやってみたい！！」
　Ｔ　「みんなにあげるから待っててね」
　　　　一人一人に手のひらに乗るくらいの大きさに
ちぎって渡す。
　　　「わぁ～！気持ちいい～!!」
　　　「やわらかーい!!」
　Ｔ　「こんなこともできるよ」
　教師が伸ばしたり丸めたり広げたりすると、真似を
して引っ張ったり丸める様子がある。
　Ｔ男は、手に持ったまま不思議そうに見ている。
　　　「手にくっつく～!!」
　Ｔ　「先生は顔にくっついちゃった」ほっぺたにつ
ける。
　Ｄ男「ぼく　おでこにくっついちゃった」
　Ｓ男は、言葉はないがＤ男の様子を見てにこにこ
笑っていた。
　ＫＳ「つめたーい！」粘土をほっぺたにつけ、温度
を感じていた。
　しばらく感触を楽しむ時間をとった。
⑧自分が作った作品を大切に
することに気づけるよう一
人一人の作品を認めながら
受け取っていく。
⑧皿にのせて飾る
⑨・出来上がりの達成感を味
わい、次への活動への期
待がもてるような言葉か
けをしていく。
　・友だちの作品の良さに気
付き、認め合えるような
雰囲気作りをする。
⑨振り返りをする
⑩みんなで片づけを行い、き
れいになった気持ちよさが
味わえるように言葉かけを
する。
⑩片づけをする
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　Ｋ男「焼いてみたい！ぼく焼いてみたい！」
　他の幼児が感触を楽しんでいる中、小麦粉粘土を焼
いてみたいと言う。そこで小さな塊をオーブントー
スターに入れて見る。焼ける様子をじっと見ている
Ｋ男。
　Ａ子「いいにおーい!!」「私も焼いてみたーい!!」
　　　「焼く焼くー!!」
　焼いていることにまだ気づいていない幼児は夢中で
粘土で遊んでいる。
　オーブンから匂いが漂ってくると、
　　　「お菓子みたいなにおいがする！」
　　　「パン焼いてるの？」
　　　「食べられるの？」
　　　「開けてみて！！」
　Ｔ　「じゃぁ　みんなで焼けたか見てみよう。
　　　　１．２．３！」
　　　「わぁ～！すごい！」
　　　「パンだ！パンだ！」
　　　「私も焼く!!」
　Ｔ　「こんなパンの元もあるんだけどどうかな…」
　期待感を持たせてい色つきの粘土を出す。それぞれ
に布巾をかぶせ、目につかないところに事前に用意
していた。食紅を混ぜ、青、紫、赤、緑、黄色の粘
土を用意する。
　一人分ずつ取りやすいようにまとめ、銀盆にのせて
おいた。
　Ｙ子「あたし　ケーキ屋さんになる！」
　様々な色を奇麗に組み合わせ、皿に白の粘土を置い
た後、色つき粘土できれいに飾りつけをする。最後
まで一つの作品に集中して取り組む。
　粘土をこねると粘土同士がくっつき、次第に大きな
粘土になっていくことを発見したＲ男。
　Ｒ男「先生見て！僕のこんなふうになった！」
　自分で更に粘土をつけ、混ぜるのが楽しい様子。そ
れを見ていたＫＴ男とＯ男も真似をする。
　互いに「僕のはこんなになった！」と見せ合う。
　イメージをもって作品を作っているというよりは、
次々粘土をくっつけた結果にできる偶然の色合いや
感触、重さを感じ、楽しんでいる様子。
◎Ａ子とＮ子の場合
だんだん楽しくなってきた。一口サイズに丸めると飴
玉のように見えることに気付く。夢中で粘土を一口サ
イズに丸める。たくさん作っている。
Ａ子「Ａちゃん　あめやさんするー！」
Ｎ子「Ｎちゃんもー！」
Ａ子とＮ子「ねー！」と二人顔を見合わせる。
Ａ子「ＫくんとＫＴくんも手伝ってよー！」
同じ机で遊んでいたＫＫ男とＫＴ男に声をかけ、遊び
に誘う。Ｈ子とＯ男も気づき、６人でたくさんのあめ
を作って大満足のようだった。
◎ＫＡ男とＤ男の場合
ＫＡ男は全色を混ぜひたすらこねる。元の色とは違う
色になったことに気付き、「こんなになった！」と驚い
た表情を見せる。Ｄ男は次々と色を乗せあげ、満足し
ている様子。
幼児たちから「焼きたい！！」という声が上がる。
満足行くまでこねたり、丸めた幼児は「焼きたい！」
と訴えてくる。すぐには全部焼くことができないこと
を伝え、順番が来るまで自分のネームプレートのとこ
ろに作品を置くように伝える。作品が並ぶと興味津々
に友だちの作品を見る幼児の姿が見られた。一度片づ
けを行い、昼食を取りながら順番に作品を焼くことに
した。昼食中も焼ける小麦粉粘土の匂いに気付き、楽
しみにしている様子。他クラスの職員が保育室に来て、
「何つくったの？」と子ども達に聞くと、自信たっぷ
りに「パン作ったの!!」「あめ作ったの」「でも食べら
れないよ」などと答えていた。
　昼食後、あめを作ったというＡ子とＮ子はままごと
コーナーの皿に自分たちが作った小麦粉粘土のあめを
乗せ、「あめやさん」と言いながらごっこ遊びを楽しん
でいた。ばら組のＹ子とＮ子が入口からじっとゆり組
の様子を見ている。教師が、「一緒に遊んでいいよ」と
声をかけても入ってこない。
　帰りの会の際、教師が何も言わなくても「これ持っ
て帰りたい！」という声が出る。あらかじめ準備して
おいた今日の活動内容と小麦粉粘土への注意、家に
帰ってからの様子を教えてほしいという簡単なアン
ケートを書いた保護者向けの手紙ともに、ビニール袋
へ入れて持ち帰るようにした。「お家帰ったらこれで
遊ぶ！」「おにいちゃんにも貸してあげる！」等とい
う声が聞こえた。幼児には、遊び終わったら冷蔵庫に
入れることを伝える。
　翌日。朝から今日も「粘土したい！」といいながら
登園してきたＡ子。ブルーシートを広げると「今日も
やっていいの！？」とＫ男はわくわくした様子だった。
ばら組のＲ子が「私もやりたい」と言ってくる。昨日
昼食後見ているだけだったばら組のＹ子とＮ子も「や
りたい」といって遊びに入る。すいせん組（年中組）
のＫ男、Ｓ男も遊びたい様子だが、なかなか言い出せ
ない様子。ＫＡ男が自然に遊びに入ったことをきっか
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けにＫ男もＳ男もそーっと遊びに入った。
　昨日色つきの粘土遊びを経験したゆり組は形を作り、
見立てて遊ぶ様子の幼児が多い。
　ばら組、すいせん組で新たに遊びに入った幼児は色
の混ざり具合を何度も繰り返しこねて楽しんでいる様
子が見られた。
　允評価
　　①小麦粉粘土の感触を味わい、感じたことを表現
しながら楽しんで遊んでいたか。
　　　初めに白い粘土を渡した時点で何度も繰り返し
こねて遊んだり、教師の働きかけもあり、自分
の顔につけながら温度、匂い、感触を味わう姿
が見られた。感じたことをそのままどんどん伝
えるなど、心が動かされている様子が見られた。
　　②自分のイメージを膨らませながら作品作りがで
きたか。
　　　白い粘土の時点では「パン」というイメージが
強かったが、色つき粘土を渡すと、「あめ」「ア
イス」「ケーキ」などイメージするものが一気
に広がった。また、自分が作った作品を使って
次の遊びへの発展もあり、イメージを広げなが
ら遊びが深まっていったようだった。また、そ
ういったもののイメージは言葉で表現しなくと
も、色を重ねたり、混ざる様子をじっくり集中
して行っていたり、興味をもって取り組む幼児
が多かった。
　　　しかし、汚れること、やわらかい感触、初めて
の活動に対して普段からも抵抗を示す子は小麦
粉粘土の活動でも時折行動が止まったりするこ
とがあった。しかし、普段感じないことを感じ
るなどいい刺激を受けていたと思う。
２．すいせん組担当（伊藤伊代）年中（４歳児）
　　男児10名　女児９名　計19名
　茨ねらい
　　・小麦粉粘土から粘土のような素材に変わること
に気づく。
　　・小麦粉粘土の感触を味わい、作る楽しさ、面白
さを味わう。
　芋指導案
　鰯実践記録
　　①導入
　　　・小麦粉の存在を知っている幼児が多かった。
　　　・「台所にある」と料理に使用するということ
を知っていた。
　　　・「ホットケーキを作るの？」「クッキー作る
の？」等、食べ物の声が上がった。
　　②小麦粉粘土を作る（保育者が作り幼児は見てい
る）
　　　・小麦粉を実際に見せ、触らせた。「さらさら
する！」等の声が出た。
　　　・水を加え捏ねると「お餅になってきた！」「白
玉みたい！」等の声が上がり、興味が湧いて
きているようだった。
　　　・途中、幼児に粘土を触らせると「ぶよぶよに
なった！」「何で？」等、不思議に思う幼児
がいた。
　　　・油を加えさらに捏ねると、切れることなく伸
びていた。幼児は伸びる小麦粉粘土に興味を
持っていた。
　　③小麦粉粘土で遊ぶ
　　　・実際に幼児に小麦粉粘土を配り、感触を味わ
わせた。
　　　・「軟らかい！」「伸びるよ！」「ふわふわして
いる！」等、喜んで遊んでいた。
　　　・「パン屋さんです」等、気分はパテシエにな
り楽しむ幼児が多かった。
　　④食紅で色をつける（青、緑、赤）
②小麦粉に水、油、塩を加え、
捏ねる。水を加えることで
固まって粘土になる様子を
伝える。
・幼児一人一人が見えるよう
な提示の仕方を工夫する。
②小麦粉粘土作りを見る。
③出来上がった粘土を幼児に
渡す。
・粘土ベラは使わず、手のみ
で感触を味わわせる。
・小麦粉粘土と粘土の感触の
違いが分かるような声がけ
を工夫する。
③小麦粉粘土で遊ぶ。
④好きな色の食紅を選ばせ、
混ぜるよう声掛けする。
・小麦粉を準備しておき、粘
土がゆるくなったら足せる
ようにしておく。
・着色しやすい捏ね方ができ
るように、実際に提示して
おく。
④粘土に着色する。
（食紅）
⑤一人一人の作品を見ること
で、完成した喜びを味わわ
せるようにする。
⑤まとめ、作品を見る。
保育者の援助・腹案幼児の活動
①小麦粉について話をする。
・食品であることに気付かせ
る。
・小麦粉の感触を味わわせる。
・落ち着いて話が聞ける雰囲
気作りをする。
・活動に期待が持てるように
声がけを工夫する。
①保育者の話を聞く。
幼小連携に寄与する保育教材の開発と実践の検討(1) 21
21－　　－
　　　・粘土から食紅をつけたので、余り色はつかず
に、ベタベタになってしまった。小麦粉を足
しながら行った。そのお陰で、小麦粉、粘土
の感触を味わうことができていた。
　　⑤食後（活動が終わってから）
　　　・小麦粉粘土をしたい幼児が多く、粘土ベラを
使用して食べ物やさんごっこが盛り上がって
いた。時間が余りなく、物足りない様子だっ
たのが残念であった。
　允評価
　　①小麦粉から粘土のような素材に変わることに気
づけることはできていた。また、水、油を加え
ると小麦粉粘土が作れるということを知り、
「お家でも作る」という声も出ていた。
　　②小麦粉粘土の感触を味わうことができていた。
伸ばしたり丸めたり切ったり、好きな形、物を
作り楽しむことができていた。
　　③全体的に楽しんで、また興味を持って取り組む
幼児が多かった。色が余りつかなかったので、
次回は色をつけた小麦粉粘土を作り、思い思い
の作品を作る楽しさが味わえるような活動を
行ってみたい。お家に持ち帰ることで喜ぶ姿が
見られた。
３．ばら組担当（井上阿沙美）年中（４歳児）
　　男児９名　女児10名　計19名
　茨ねらい
　　・小麦粉粘土を作る材料を知る。
　　・小麦粉粘土の感触を味わう。
　芋指導案
　　①保育者の話を聞く
　　　小麦粉、水、油、塩で粘土を作ることに期待を
持てるようにしていく。身近な素材でできるこ
とに興味や関心を持てるよう提示の仕方を工夫
する。
　　②小麦粉粘土ができる様子を見たり変化に気づく。
　　　小麦粉に水や油、塩が入った事で感触が変わっ
たことに気付けるようにしていく。
　　　小麦粉に含まれているグルテン(たんぱく質)は
水を入れると膨らんだり、粘りが出ることを伝
える。
　　③小麦粉粘土を貰い感触を楽しむ
　　　油粘土との違い（・におい・色・感触のびる）
　　　丸めたり、伸ばしたり、つぶすことを楽しむ。
　　④小麦粉粘土で作品を作る
　　　幼児のイメージを広げながら作品作りを楽しむ。
　　⑤作品を飾る
　　　友達の作品にも興味を持てるようにする。
　　⑥保育者の話を聞く（まとめ）
　　　・小麦粉粘土を作る時の材料確認
　　　・油粘土と小麦粉粘土の違い
　　　・作品を作った喜び（色をつけることもできる
ことを知る）
　鰯実践記録
　　①保育者の話を聞く
　　　・「小麦粉、油、家にある！」「料理するとき
に使う！」と盛り上がる。
　　　・小麦粉、油、水で粘土を作ることを知らせる
と、「えーっ、出来るの？」と興味津々だった。
　　②小麦粉粘土ができる様子を見たり変化に気づく。
　　　・小麦粉を触ると‥‥サラサラする。手に白い
粉がくっつく。手と手をパンパンすると白い
煙が出る。
　　　・小麦粉に水を入れて触ると‥‥ガサガサする。
水の力でくっついていく⇒「どうしてくっつ
くの？」という問いではなかった。
　　　　更に、水を多めに入れて触ると‥‥かたまり
になってきていることに気づく。気持いい、
面白い、軟らかい。
　　　・油を入れて触ると‥‥軟らかくなった。油の
力で軟らかくなる。
　　　・小麦粉粘土を作っている時に、「先生！パン
屋さんみたい！」と声が出る。
　　③小麦粉をもらい、感触を楽しむ。
　　　・小麦粉粘土をもらうと、「油粘土より軟らか
い」「気持いい」と感触を楽しんでいた。
　　　・においもなく気持ちよくて、ほっぺたにつけ
る幼児がいる。
　　　・感触を楽しみながら、「自分たちで作りたい」
「作ってみたい！」と声が出る。
　　　　⇒次に期待している。
　　　・粘土が軟らかすぎて手にくっつく幼児もいた。
手にくっつくことを楽しんでいた。しかし、
手にくっつかず自由な形になることを楽しん
でいる一方で、手にくっつくことに気をとら
れる幼児もいた。
感触色におい
小麦粉粘土より固い
千切れる、手にくっ
つかない
灰色
白
油のにおい
小麦粉粘土より
臭い
油粘土
軟らかくて気持ちが
よい
手にくっつく、伸び
る
黄色
小麦粉のにおい
良いにおい、パ
ンのにおい
小麦粉粘土
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　　④小麦粉粘土で作品を作る。
　　　・作品を作ることを伝えても、「えー、まだ」
「もっとやりたい」等と声が出た。作品を作
ることよりも、感触や自由な形（伸びること）
に変わることを十分に楽しんでいた。
　　　・幼児の声に合わせ、十分に感触を味わわせる
中で、何人かの幼児が作品を作る。
　　　　⇒作品は食べ物（だんご、大福、餅、饅頭）
に見立てる幼児が多い。中には食べ物ではな
い物（縞を作る）を作る幼児もいる。
　　　・粘土が軟らかすぎて、手にくっつき作品にな
らない幼児もいた。
　　⑤作品を飾る
　　　・友達の作品を見合うことで、同じ作品を作っ
たことを共感したり、他の作品にも興味を持
ち、「今度、クッキー作りたい」とイメージ
が広がっていった。
　　　・自分たちの作品が飾られることを喜んでいる
幼児が多かった。⇒「ぼくの見てよ！」
　　　　「食べても良いよ！」等。
　　⑥保育者の話を聞く（まとめ）
　　　・小麦粉粘土の材料や作り方を確認すると、一
人一人が興味を持ち、水や油を入れると、ど
のように変化するか見たり、触ったことで理
解している幼児が多かった。
　　　・小麦粉粘土が伸びたり軟らかい感触や自由な
形になる面白さを味わっていた。
　允評価
　　・小麦粉粘土の材料が家にある（身近なもの）小
麦粉、油ということで本当に作れるのか興味を
持つ幼児が多かった。実際、水や油を入れて粘
土が出来ると、驚いたり、早く（もっと）触り
たいと更に楽しみにしていた。
　　・小麦粉粘土の活動をする前に、油粘土で感触を
味わわせていたこともあり、小麦粉粘土と油粘
土の違いに気づくことができた。
　　・油粘土よりも小麦粉粘土のほうが、触り心地が
良く、伸びるため楽しんでいた。（あきる幼児
はいなかった）
　　・小麦粉に含まれているグルテン（たんぱく質）
に水を入れると膨らんだり粘りが出ることを伝
えなかった。「どうして固まるか？」と不思議な
様子ではなく、「水の力で固まるんだよ！」と水
があるからくっつけると思っている幼児が２～
３人いたため、その姿を受け止めた。次回の活
動で、グルテンのことを知らせてみる。
　　・事前準備の際、２kgの小麦粉粘土を作ったが、
１kgずつ作ってしまったことで、感触が異なっ
てしまった。⇒２kgまとめて準備しておくと平
等に感触を楽しめたと思う。
　　　※固さがちょうど良いと十分に感触を楽しんで
いた。軟らかすぎると手にくっつく感触を楽
しんだり、小麦粉を入れると手にくっつかな
いことに気付いていた。手にくっつくことを
気にしたり、伸びる感触が今ひとつだった。
作品も作れない。
　　・初めての小麦粉粘土ということもあり、作品を
作ることも活動に含まれていたが、感触を思う
存分楽しむことを一番大切にすると良かったと
思う。作品を作ることを伝えると、「もっと
やっていたい」という声が出たため。
　　・昼食後の遊びも、全員が小麦粉粘土をして遊ん
でいた。食べ物に見立てて作っていた。中には
パンを作る幼児もいた。
Ⅳ．保護者からの報告結果
茨保護者への依頼文書
　保育終了後、自宅に帰ってからの幼児の反応につい
て、保護者宛てに次のような文章を作成し、当日に幼
児に持参させた。これは、幼稚園での小麦粉粘土遊び
が、どのくらい楽しかったか、それを家族に伝えてい
るかの確認のために行った。
　　　　連絡　　年中組みの保護者の皆様へ
　一学期も残すところ、明日の終業式を残すのみとな
りました。先日の参観・懇談ではお忙しいところ参加
いただきありがとうございました。
　本日は年中組で、小麦粉粘土でたくさん遊び、作っ
た作品を持ち帰ります。生の場合は冷蔵庫で３日～７
日くらい保存可能のようです。楽しく遊び、作った喜
びをたくさん受け止めていただければと思います。つ
きましては、本日作品を持ち帰ったお子さんの様子を
ぜひお知らせください。お家でどんなことをお話しし
ましたか？どんな様子でしたか？お待ちしています。
芋項目別の結果
　保護者からの報告数および記載内容を項目ごとに分
類したものが、以下の７つの表である。
　①保護者からの報告数
計ばらすいせんゆり
37/56
(66.0％)
14/19
(73.6％)
10/19
(52.6％)
13/18
(72.2％)クラス
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　②材料や作り方の報告
　③保存方法の報告
　④家で作ったかの報告
　⑤小麦粉粘土の感触の報告
　⑥匂いの報告
　⑦色に関わる報告
　「保護者からの報告数」は翌日回収で平均で66.0％
であり、「保護者へのお願い」という自発的な報告依頼
とすると高いと考えることができる。その内容につい
ても自分たちの子どもが家で楽しんでいる様子を知ら
せてくれているような内容が多かった。（以下の報告
例参照）
　　　　　　　保護者からの報告例
◎ゆり組
　家に帰るとすぐに粘土を取り出し、「冷蔵庫に入れ
て！じゃないと使えなくなっちゃうから。これね、パ
ン作る材料でできてるんだよ」と説明してくれました。
作ったのは“虹ごはん”でとっても軟らかいよ！だい
ち君の粘土は、皿からはみ出る程大きかった！けんご
君はいろんな色であめ玉造った‥‥等々。いつになく
たくさん話を聞かせてくれました。その後は、冷蔵庫
から粘土を取り出し、おにぎりや亀、アイスクリーム
やパン、ピザ、カタツムリを作り、満足いく出来だっ
た、カタツムリは写真にまで撮りました。とても興味
を持てたようです。見ているこちらも楽しくなりまし
た。
◎すいせん組
　早速粘土で遊びました。くるみは「びゅーん、
びゅーん、にょろにょろ」等と、小麦粉粘土独特の触
感を楽しんで、クッキーや雪だるまの作品を作って見
せてくれました。私も初めての小麦粉粘土でしたが、
何ともいえない弾力や触感を子どもと一緒に楽しませ
てもらいました。
◎ばら組
　娘が持ち帰ったものは‥‥作品と言うより小麦粉粘
土（ぺたーっと板の状態で）そのままだったのです
が！　家に帰ると思い出したかのようにビニール袋か
ら取り出し、「わぁーい、何作ろうかな」とチラシを
粘土板にして、こねたり丸めたり、こちらが声を掛け
るのも申し訳ない程、集中して作っていました。幼稚
園では｢何か｣を作っていたのでしょうか？家では
「ケーキ屋さん」になり、うさぎや雪だるま‥‥たく
さん作りました。
　「家に帰って作った」という報告は３クラス平均で
53.6％であり、高率だと言える。次に高い順に「材料
や作りかた」「感触」の報告などが続いている。報告
の中で、「保存方法」「色」の報告はゆり組が、「作り
方」の報告はすいせん組が、「匂い」の報告はばら組
がやや高い傾向が見られ、同じ教材を使いながらでも、
ねらいの違いや指導の展開で、学ぶ内容も少しずつ異
なっている。
Ⅴ．保育の実施結果の検討
◎教師について
１．「ねらい」「指導案」で小麦粉の特性を体験させ、
理解させるような構成を考えているか。
　それぞれのクラスで、「小麦粉粘土の感触を楽しむ」
というねらいを立てており、それに基づく「指導案」
の構成となっている。これらの共通なねらいの他に、
ゆり組では、「おいしいパン」の写真本を見せて、小
麦粉粘土への動機づけを高める構成をしており、すい
せん組では、好きな食紅の色を選ばせて粘土を着色す
るように考えている。また、ばら組では、油粘土と土
粘土の比較ができるように、両方を出して触らせるな
どの構成をとっている。
２．「小麦粉の特性」について、保育場面で幼児たちに
分からせるように援助しているか。
計ばらすいせんゆり
14/56
(25.0％)
4/19
(21.1％)
6/19
(31.6％)
4/18
(22.2％)クラス
計ばらすいせんゆり
8/56
(14.3％)
2/19
(10.5％)
2/19
(10.5％)
4/18
(22.2％)クラス
計ばらすいせんゆり
10/56
(17.9％)
4/19
(21.1％)
2/19
(10.5％)
4/18
(22.2％)クラス
計ばらすいせんゆり
30/56
(53.6％)
12/19
(63.2％)
9/19
(47.4％)
9/18
(50.0％)クラス
計ばらすいせんゆり
5/56
(8.９％)
3/19
(15.8％)
1/19
(5.3％)
1/18
(5.6％)クラス
計ばらすいせんゆり
5/56
(8.9％)
0/19
(0.0％)
2/19
(10.5％)
3/18
(16.7％)クラス
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　①ゆり組では、「手のひらに乗るくらいの大きさに
ちぎって」渡したり、「ほっぺたにくっつける」
「トースターで焼いてみる」などの働きかけをし
ている。また、青、紫、赤、緑、黄色の食紅で着
色した小麦粉粘土を出して、作品の幅が広がるよ
うにすると共に、粘土を混色する際の、軟らかさ
など感触を実感させるような働きかけをしている。
　②すいせん組では、教師が小麦粉から小麦粉粘土を
作る過程を幼児たちの前で見せて、特性の変化を
知らせるように働きかけている。また途中で粘土
に触らせ、その特性の確認をさせている。それか
ら小麦粉粘土を幼児たちに配り遊ばせて再確認を
させている。また粘土ができてから着色水で染め
ようとしたが、結果的にうまく着色できず、粘土
がベタベタになり小麦粉を足す作業の際に、小麦
粉と小麦粉粘土の感触の違いなどを偶然ながら確
認させる働きかけになっている。
　③ばら組では、小麦粉粘土を作る材料について、小
麦粉から作れることを知らせようとしている。小
麦粉、小麦粉に水を入れると感触がどう違うかの
確認をさせている。また、実際に小麦粉粘土と油
粘土を出させて、それの違いを確認させようとし
ている。その上で、作品を作るように働きかけて
いるが、この部分では感触の方への関心が高く、
幼児たちはうまく乗っていなかった。
　この３クラスの各教師は、「小麦粉の特性」を幼児た
ちが学習するような働きかけをしており、うまくいか
ない部分もあるが、幼児たちの学習を促進するための
環境構成をするように努めていることが見て取れる。
３．保育活動のフィードバックのための評価はしてい
るか。
　①ゆり組では、小麦粉の特性として、温度、匂い、
感触を味わうなどの確認をしている。またイメー
ジを膨らませた作品について、色つき粘土の特徴
がどのように作品を展開していくかについての検
討を行っている。また、汚れること、初めての活
動に対する抵抗がある幼児の行動変化についても
着目している。次回には、こうしたことを配慮し
た環境構成がなされることが考えられる。
　②すいせん組では、小麦粉粘土の材料についての確
認をしている。また、小麦粉粘土の特性の理解に
ついても検討している。次回への展望として、色
のつけ方、作品を作る楽しさについて示されてい
る。
　③ばら組では、小麦粉粘土の材料についての確認を
している。また、小麦粉粘土と油粘土の違いにつ
いて、その特性の違いについて確認している。小
麦粉粘土とそれを使って作品を作る展開の予定が、
うまくいかず感触を楽しむ方に引きずられている
ことへの反省が見られる。次回の活動では、くっ
つける（粘り）グルテンについて学習する構成を
考えている。
　３クラス共に、小麦粉粘土の特性を理解したかどう
かについての評価は行っており、基本的に幼児たちは
理解できたと考えている。他には、各クラスの特徴に
合わせた評価が行われている。
◎幼児について
１．保育の中で、小麦粉の特性についての幼児たちの
発言が見られるか。
　①ゆり組では、実践記録の下線に見られるように、
軟らかさ、温度、焼いたときの匂いなどについて
の反応が見られた。また、色つきの小麦粉粘土を
全部混ぜるなどの行為も見られたことから、こう
したことも小麦粉粘土の特性を理解しながら遊ん
でいたことを示している。
　②すいせん組では、下線のように、小麦粉粘土を触
らせたときの「さらさらする」、水に加えてとき
「お餅になってきた」「白玉みたい」そして「プ
ヨプヨになった」など感触の違いなどを理解して
いる様子が見られた。また捏ねると「切れること
なく伸びていく」などの状態も理解している様子
が推定できる。また遊んでいる時に、「軟らかい」
「伸びるよ」「ふわふわしている」の発言があった。
　③ばら組では、下線のように、小麦粉粘土をもらう
と「油粘土より軟らかい」「気持ちいい」ほっぺ
たにくっつけるなど行動が見られた。
　３クラス共に、実践記録の中で、小麦粉の特性につ
いての幼児の反応が見られ、小麦や小麦粉についての
基本的概念の基礎を体感している様子が見られた。
２．面白かったかどうか、家に帰ってやったり家族に
話したりしたか。
　幼児にとって、「小麦粉粘土作りが面白かった」なら、
家に帰って親たち家族に話し、また同じ遊びを家でも
やることが予想される。こうしたことが家庭でも起こ
れば、保育が楽しかったと考えることができたと考え
ている。
　「家に帰って作った」という保護者の報告は平均で
52.6％であり、高率になっている。また「保護者から
報告数」が３クラス平均で64.9％の回収率から考える
と、保護者も幼児たちが、家庭で喜んで遊んでいる状
況を快く見ている証しの可能性がある。
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Ⅵ．問題の検討
　①幼小連携に繋がる基礎概念の学習について
　　幼児教育の中で学ばれることは、周りの物事に好
奇心を持ち、それを知ることを通してより知りたい
という動機づけを高めることであるが、その意味は、
幼児が体全体を通して環境に働きかけ学ぶことが、
将来の小学校や中学校の学習へと繋がっていく原体
験をさせることを意味している。その原体験が、小
学校中学校で精度が細かくなり、しかも高いレベル
の概念学習へと繋がっていくということから、幼児
教育は科学的な基礎的概念の獲得を、体験を通して、
また現象的な特性として学ぶということである。
　　本研究で扱った小麦粉粘土つまり小麦は、人間の
重要な食料である炭水化物であると共に、その蛋白
質のグルテンは、ふっくらしたパンにしたり、ラー
メンや紙などのつなぎ（接着剤）にしたりと多様な
用途がある重要な特性を持っている。こうした小麦
の特性の学習を幼児たちにさせるために、小麦粉粘
土で、その基本的な特性を遊びながら学習させるよ
うに、教師が環境設定していくことだと考えて保育
実践を行った。
　　今回の結果からは、小麦粉粘土を作る過程と遊び
を通して、こうした基礎概念の学習と考えたパンや
クッキー作りの材料と作り方の基礎過程の学習、材
料の小麦粉粘土の感触、匂いそしてその粘りの特性
など、現象的な特性の学習が可能であることが認め
られた。
　　もともと各教師は、小麦粉粘土という教材の「ね
らいを立てる」際に、共通に「その感触を楽しむ」
などの小麦粉粘土の特性の学習を目指している。そ
して、教師ごとに、「多様な色を加える」「作る過程
を見せる」「油粘土との比較をする」などのそれぞ
れ異なる「ねらい」を立てている。この結果を見る
と、どのクラスも、幼児たちは小麦粉粘土の特性の
学習をしており、作り方やその感触がどのようなも
のであるかを、遊びの中で学習している様子が見て
取れる（下線の部分）。
　　このように、小麦つまり小麦粉粘土の特性につい
ては、幼児たちは教師ごとのねらいのずれはありな
がらも、その基本的特性を学んでいたということが
できる。今回の幼児たちの学習が、将来の食料やパ
ンやケーキつくり、蛋白質とそのグルテンの特性の
学習に繋がっていくと考えられ、その意味で基礎概
念の学習が起こったと考えている。
　
　②教師は、幼児の好奇心や動機づけを高めるような
環境構成を行えたかについて
　　各教師は、それぞれのねらいに対して環境構成と
しての工夫をしている。ゆり組では、パン作りの写
真本を見せながら、「パンを焼く」ことへの関心を高
め、かつ色々な色の小麦粉粘土を用意している。そ
の結果、幼児たちは、その色に合わせた活動、例え
ば、色ごとの団子を作るとか、その色を混ぜ合わせ
るとかの活動を行っている。こうした過程の後に
「焼きたい！」との声が出て焼くことになる。この
展開は、教師が幼児の行動を予想しながら準備して
おいた流れで進んでおり、環境構成は適切だったと
考えられる。
　　またすいせん組では、小麦粉粘土が作られる過程
を幼児たちに理解させる環境構成となっている。そ
の過程で、幼児たちは小麦粉の特性や水を混ぜると
特性がどう変化するか等について学んでおり、その
後に着色するために赤い水を足すと、結果的に小麦
粉粘土がベトベトになってしまう。しかし、そのベ
トベトを粘土に戻すために小麦粉を足していく過程
で、小麦粉の特性が理解されるという幸運な結果と
なっている。しかし、教師の評価、反省のごとく、
次回での環境構成の工夫が必要である。
　　ばら組では、小麦粉粘土作りを教師がした上で、
小麦粉粘土と油粘土の比較をさせる環境構成となっ
ている。その結果では、幼児たちは小麦粉粘土と油
粘土の違いを理解し、「油粘土より軟らかい」「気持
ちいい」と感触の違いを発見しているし、また匂い
についても匂いがきつくなくほっぺたにくっつける
などしている。こうして比較させることで、より小
麦粉粘土の特性が理解しやすくなったように考えら
れる。（資料には記載されていないが、小麦粉粘土
と油粘土を混ぜて良いかと教師に尋ねた幼児がいた。
少しの量でも混ぜてみることも面白かったように感
じる）
　　それぞれのねらいに合わせた環境構成をしており、
また幼児たちはその設定場面で小麦粉粘土遊びを
行っており、環境構成は幼児の自発性を尊重しなが
らも、学ぶべきねらいを達成できていたと考えられ
る。
　
　③幼児たちは楽しんで学んでいたか
　　３クラス共に、幼児たちが小麦粉粘土の特性を楽
しく遊びながら、学んでいる様子が見られた。その
遊びを展開することに重要だったのは、ゆり組では
写真本を見せたこと、そして多色の粘土を用意した
ことであり、ばら組では油粘土との比較をしたこと
で、思考が広がったことが予想される。すいせん組
では、その広がりがやや少なかったように思われる
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が、３クラス共に、小麦粉粘土の教材そのものが面
白い条件を備えていたことで、遊びの方向や展開が
異なっても、感触を楽しむそのことが、幼児たちの
好奇心ややりたいという動機づけを高めたように考
えられる。つまり、ねらいの工夫だけでなく、小麦
粉粘土教材そのものの特性が、幼児たちを惹きつけ
たといって良いのではないかと思われる。
　　そうした教材が面白かったかどうかは、家に帰っ
てから家族に話したり、園でやった同じことを、ま
た家でやるという行動は、幼児たちが面白かったと
いう証しであると考え、保護者への報告のお願いを
した。その結果、翌日の報告数の多さや報告内容を
見ると、幼児たちが小麦粉粘土が楽しかったことを
示している。
Ⅶ．終わりに
　幼小をどのように連携していくか、教育方法や考え
方が異なる幼児教育と小学校などの学校教育をつない
でいこうとする時、その違いだけを声高に叫んでも仕
方がない。また幼児教育と似た小学校の「生活科」と
いう形だけの部分を繋げば良いというものでもない。
こうした狭間で、普通の幼児たちが躓き不適応を起こ
しているとしたら、幼児教育に携わる側のものとして、
ただ嘆いているだけでは何の解決にもならない。
　本研究では、小学校や中学校で学習する科学的概念
の基礎を幼児に体験させることで、学習の質を変えな
いで学ばせることが可能ではないかと考えて小麦粉粘
土の特性を、幼児たちに学ばせるための保育を行った。
幼児たちは、小麦粉粘土の感触や粘る特徴を学ぶこと
で、将来のパンやケーキ作りの基本的材料やその作り
方、そして蛋白質のグルテンの特性を学ぶための基本
的な学習を遊びを通して学んだと言って良い。
　このように、幼児教育の現場では、自然科学概念や
社会科学概念の基礎を、きちんと原体験として学ばせ
るような環境構成を行っていけば、教育方法や考え方
が異なったとしても学ぶ内容で、小学校で躓くことは
ないように考えられる。こうした将来への幼児たちが
学ぶべき内容を考えて、保育教材を考え実践すること
を幼児教育に携わるものは考えなければならないので
はないだろうか。
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SUMMARY
Kohichi TOGI,
Kaori SUKENARI,
Iyo ITO,
Asami INOUE :
　　　The reason that some of children graduated from the kindergarten can not adapt to the life in the elementary 
school, that is relation with kindergarten and elementary school is not wel, is considered to depend on the diference 
of the way to teach and thought about education.
　　　This study aims to confirm whether children in the kindergarten can learn the part of basic scientific concept 
correspondent with their traits learning through the physical movement in using the teaching material of the clay 
made from wheat flour.
　　　The folowing results were acquired. Children were able to learn soft feel of the clay, material and the way to 
make the clay and the way to knead and keep it in the refrigerator. In this sense, the objective to confirm whether 
children in the kindergarten can learn the part of basic scientific concept was attained.
（K.TOGI ; Uyo Gakuen Colege　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
K.SUKENARI, I.ITO and A.INOUE ; Suzukawa kindergarten attached to Uyo Gakuen Colege) 
The Development and the Practice of the Teaching Material in the Kindergarten
Contributed to a Relation with Kindergarten and Elementary School (1)
－ The Efect of the Teaching Material of the Clay Made from Wheat Flour －
